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「上方演芸の殿堂入り」名人 特別展

開催場所：大阪府立上方演芸資料館（ワッハ上方）

開催期間：令和３年４月３日（土曜日）～６月３０日（水曜日） ※入館無料

夢路いとし・喜味こいしのお二人は、昭和から平成にかけて、誰もが楽しめる身近な話題を取り入れたしゃべ

くり漫才で「上方漫才の最高峰」、「上方漫才の至宝」と称され、兄弟の漫才コンビとして長く活躍されました。

このように、多くの方々に親しまれ、上方演芸の発展と振興に大きな役割を果たした功績をたたえ、大阪府立

上方演芸資料館（ワッハ上方）では、２００４年に「上方演芸の殿堂入り」名人として表彰しています。

この特別展では、上方漫才ではじめて受賞した芸術選奨文部大臣賞のほか、写真パネルなど、夢路いとし・

喜味こいしさんにまつわる資料を多数展示するとともに、お二人が出演されていた番組も視聴いただけます。

～夢路いとし・喜味こいし 上方漫才を支えた兄弟コンビ展～

ワッハ上方

夢路いとしさん（右）1925年（大正14年） ３月生まれ

喜味こいしさん（左）1927年（昭和 2年）１１月生まれ

1937年（昭和12年）荒川芳丸に入門し、漫才コンビ「荒川芳博・芳坊」を結成。

1948年（昭和23年）漫才作家の秋田實さん主催の若手漫才集団「ＭＺ研進会」

に参加。この頃、コンビ名を「夢路いとし・喜味こいし」に改名。

昭和から平成にかけて家族が揃って楽しめるしゃべくり漫才で人気を博し、上方

漫才界の第一線で活躍。

1993年（平成5年）には、紫綬褒章を受章したほか、上方漫才界では初めて芸術

選奨文部大臣を受賞。1998（平成10）年には勲四等旭日小綬章を受章。

【夢路いとしさん・喜味こいしさんのプロフィール】

荒川芳博・芳坊時代の写真

【主な展示品】

出演した劇場パンフレットオフショット


